
Wordsworth:Yarrow Poems

の意味するもの

WOrdswOrthの 作品に見出される自然界の風景の一つに河がある。YarrOw

河もその代表的なものの一つだ。

本論文は彼の詩中に点在する YarrOw河を除く一連の 3つの YarrOw河

の詩, Иツタ
′θω ttωグsJ′θJ(1803),y″ ″θω 万諸θグ(1814), y″ /θω Rθυグsグ′θグ

(1831)に ついて,`un宙 sited'`visited'`re宙 sited'の 条件,な らびにその他

tの条件のもとに YarrOw河が如何に詩的概念へと翻訳されているかを調べ

ることを目的とする。

まずその製作動機から入りたい。 l彫″″θω υ%υグs′′θグ について DOrOthy

は日記の中で次のように述べている。

At ClovenfOrd, being so near to the YarrOw, we could not but

think of the pOssibility Of going thither,but came to the cOnclusiOn

Of reserving the pleasure fOr sOme future tilne, in consequence of

which, after Our return, William wrOte the poem.…   1)

すなわち Wordsworthと DOrOthyは英蘇国境上にある有名な YarrOw

河を訪れようとしたが,結局延期することになり,そ のことをこの詩は歌っ

たものである。形式的に Lθαグθ″島%ψs2)の metreを 模倣 したり,Hamilton

■) September 18th,  1803 (E.de Selincourt (ed.): 」θπγκα′S のF  5)θγθノカノ

助 %″sωθγ′み,Vol.I,p.391)。

2)Cf.`A few stanzas,which l hOpe,for the subiect at least,will give you some

pleasure. I 、rrote then■ , not without a view of pleasing you, soon after our
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の balladl)か らの引用が見られるが,矢張リリズムの底流にはWordsworth

独特の重厚な思想が潜んでいる。この ]陶γ″θω ttυグsグ′θJを 1803年 に書いて

から10年 目の1814年 9月 に YarrOw河訪間の望みがかなえられ,妹 DOrothトー

を伴うことができなかったが,2)彼 は妻と妻の妹 Sarah HutchinsOnと と

もに,James Hoggの案内で YarrOwを 訪問したのである。そしてできた

のが ]陶γ′́οω 万
"ι
αであった。さらに17年後の1831年秋,彼は娘 DOraと

ともに,Scottが健康を恢復せんがために,イ タリーに行く直前,こ の詩人

を訪れた。この時 Scottは彼等を伴い YarrOw河の畔の Newarkの古城を

訪れたが,y″γθ
"Rθ
υグsルθグはその時の記念に作られたものである。

さて WordSWOrthに とり現存と非現存の対象物の詩的概念への翻訳の時,

問題になってくるのは五感 と想像力 の 関係 だが, y″″9ω ttωグsグ′θご と

拘γγθω ttJ′θグの両詩はこの問題に対する解釈の糸口を提供するものと見

ることができよう。すなわちこれら両詩は感覚のみでは詩化されない詩的意

味の不足を想像力が補う過程を例証し得る詩といえる。Gr00mは ]陶″θa,

υπυグs′′θごについて次のようにいっている。

…。アZ″″θω δttυ ttsι ′θグ, cOmmemorates a decls10n  nOt to vlslt One

Of the mOst alluring LO、 rland regiOns, and thc partly gentle, partly

jaunty refusal to indulge his sister On this point, supported b)「  a

poet's respect for his own ilnagination.。 。
3)

Scottが M″″グθπの中で歌った StO Mary's Lakeに関する句の註の中

てF, ``In the winter it is still frequented by flights Of lⅣ lld swans;

hence my friend Mro Ⅵ「ordsworth's lines:/The swans on swect Saint

return from Scotland.¨ they are in the sal■■e sort of metre as the ttθαごθ′́

ヵし多ιgをs,and l have borrowed the name Burninin meadow frOm tllat pOem...,'

(Letter to Scott,Jan.16,1805)。

1) winiam Hamilton of Bangour:7物
`Bγ
αιsげ・ンし″′́θzυ .

2)Cf。 このときの旅行の目的は Maryの 健康と精神の回復にあった。(NIo MOorman:

II Iya″漬躍
"″
′力:4βグθ,16ψリーーT力θ ttαノθ′・ンフα浴 1803--18〔Ю,p.259)。

3)Bo Groom: :Dりθυ′zルノcF IIb′グSωθ/ノん's』%θ′″y,p.63.
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Mary's Lake/F10at dOuble,swan and shadowノ ''と 述べて WordswOrth

は swanを単数に描 き,stillと 形容語をつけたのを,Scottが swanを

s青ansと 複数に,stillを sweetと 誤 った点を Wordsworthは 知り,次の

ように Aubrey de Vereに 反論的に説明している。

Never could I′ have written ``swans" in the plural. 
′

「
he scene

when l saw it, 、rith its still and diln lake, under the dusky hills,

、アas one of utter 10neliness: there was θπθ swan, and one Only,

stemrning the 、、rater, and the pathetic 10neliness of the region gave

ilnportance to the one companion of that swan,its own white image

in the watere lt was fOr that reason that l recorded the Swan and

the Shadowo Had there been many swans and many shadows,they

、ァOuld have implied nothing as regards the character of the Scenel

and l should have said nothing about theme

そして最後に次のような自信に満ちた言葉を発 している。

Indeed,I have hardly ever known any one but myself WhO had

a true eye for Nature一 one that thorOughly understood her lneanings

and her teachings.1)

ここで考え られることは SCottのいう SWanSと 複数形なのが現実界であ

り,WOrds轟 6rthの いう SWanと いう単数形が彼独 自のいわば詩的現実界

における風景ではなかったかということである。ともか くSWanの ことを良

く知 っていたのは SCOttの方なのである。彼は WordSWOrthか ら 狗 ″″θ″

びπυグsグ′θグ の書かれた手紙を受け取 った礼状の中で次のように述べている。

.… I like your swan upon Sto Mary's Lakeo How came you to know

that it is actually frequented by that superb bird?2)

Ⅵbrdsworthに とり imaginative powerを 呼び出すものは 10ne individuals

であるが,こ の一人の人間に対する彼の愛は動物にまでおよんでいることを

Alexander B.Grosart(ed.):rん θ Pγθsι πゐ″力S QF π″JJ物%T殉 タゼsωο″′力,Vol_

Ⅲ, pp. 487--488。

Letter to Wordsworth, March 16th, 1805。
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知る。たとえば Furness Abbeyの single wren(■滋 ′γθJazル,I,1。 125)

がそうであり,2θ ″Z′θ Dοθ θF ittJs′οπθもまた然りである。兎に角,彼
の自信と imaginat市e impressiOnが 彼の詩の源であることが理解されるし,

このような彼の印象は部分的にしろ,彼の imaginative energyの 産物であ

ることは明白である。いわば自然の変形された印象を詩にすると考えられる。

このことは Heffernanも 認めている。
1)

We have a visiOn Of Our Own;

Ah! why shOuld we undO itP2)

彼は自分たちが描いている世界を持っているのだから,多年抱いてきた自

分たちの viSionを現実によって壊すにしのびないというのである。YarrOw

河についての自分の imaginative visiOnを 五感に服従さすことは,観察し

たものが,言語的に詩のような形に直されただけで結局は読者を落胆さすこ

とになる。 五感で感じる現実は生まの現実で想像力をとおした方が, 詩的

現実となることを意味している。これと同じ趣旨の詩行の例は他にも見出せ

る。たとえば
`彫

θ Pγθルル の中に,空想の作り出す形象は想像力から生ま

れた情緒にやわらげられて真価を増すのであって, 自分の家から見える森の

一部分が輝いてみえる原因をつかめないでいたが,よ ほどの賄賂でももらわ

なければ,足を運んで,そ の光景の魔力を解く気にはなれないという一―

Nor cOuld l have been bribed tO disenchant

The spectacle,by visiting the spot。
3)

また Mont Blancに ついて

That day we ■rst
Beheld the sunHnit Of MOnt Blanc, and griev'd

TO have a soulless image on the eye

1)Cf.James A.W.Hetternan:7o,ヴsωθγ′ん's

2) Иzγ″θ
"υ
ηυおルθグ,11。 51-52。

3)■姥 Pγθ′πグθ(1850年版)Ⅷ,11.419-4".

71んθθγノ o/ POθ′′́y, pp. 100--101.
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Which had usurp'd upon a living thought

That never inore c6uld be:1)

とあるのは想像力をとおさなくては現実の MOnt Blancも soullessで ある

というのであって,五感の対象としてだけしか見ない場合,折角の YarrOw

河も soullessと なる一一

What's YarrOw but a river bare,

That glides the dark hills under?

There are a thousand such elsewhere

As wOrthy Of yOur wOnder。
2)

結局前述 したごとく imaginationす なわち creatiVe sensibilityの 詩に

おける効果に信頼 と自信を感 じさせ られるのだが,一方では YarrOw河の現

実の姿に対 しても,常に彼の詩は自然の着実な観察を基礎にしていることか

ら考えて,権利を認めたのも確かである。空想力,想像力を主にした YarrOw

河についての表現は Wordsworthに とり,本質的なものがあろうが,五感

をとおしての表現にも価値はあって

Meek 10veliness is rOund thee spread,

A softness still and h01y;

The grace of fOrest charms decayed,

And pastOral melanch01y。
3)

を Shairpは賞讃 し,広大な自然の景色が与える全体的な感 じを簡潔で,強

く中心に迫まる数語に集約 した,こ の YarrOw河についての形容ほど成功 し

た場合はなかったであろうと述べている一一

YOu 100k on YarrOw, you repeat these fOur lines over tO yourself,

and yOi feel that the iner, mOre subtle essence of nature has

1)η tt PγθJ%グι(1805年版)Ⅵ 011.452-456。
2)】滋γγθω 勧りυ角ルa″,11.25-28。

3)拘 γγθ
"WSグ
ノιグ,45-48.
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never been mOre perfectly uttered in human wOrds。
1)

確かにこれは現実に則した素晴しい表現といえよう。しかし彼の場合,物

の印象を記憶に頼って描 くという習慣がある。とすれば,当然選択という詩

的作用が働くはずである。その結果,彼の心の中に残存を続ける印象は,そ

の光景の (Wordsworth的 詩的意味における)本質的真理を表現しているこ

とになる。
2)た
だここにおいても執拗に彼の性格から来るのであろうが,沈 う

つな気分がつきまとっている。Lambは WordswOrthへ の手紙の中で次の

ようにいっている。

.¨ sO I meant tO】mention アZ″″θω ttsグ′θグ, with that stanza, `But

thOu that didst appear so fair'― ―than which l think no lovelier

stanza can be fOund in the wide wOrld Of poetry― ―yet the poem on

the wh01e seems cOndemned tO leave behind it a melancholy of

ilnperfect satisfactiOn as if you had wrOnged the feeling with

which in what preceded it you had resOlved never to visit it, and

as if the Muse had deternlined in the mOst delicate manner to

make yOu, and scarce make you feel it。
3)

また ]陶″″θω ttsグ′θグ の 8行 日には sadnessと い う言葉が出て来 る。

And is this YarrOw P― This is the stream

C)f which my fancy cherished,

SO faithfully,a waking dream P

An image that hath perished!

O that sOme Minstrel's harp were near,

TO utter nOtes of gladness,

And chase this silence fronl the air,

That ins my heart with sadness!4)

1)J.C.Shairp:4ψθθノSげ 乃θノη .

2)Cf.Aubrey de Vere:Essα ys C力iィッθκ J%θ′り,Vol.Ⅱ .p.277.
3) Letter tO WOrdsworth,Apri1 28th,1815。

4)】滋γγθω 7おグノ″,11。 1-8.
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WOrdswOrthは 五感が提供する場面はそれ自身美しく,そ して事実 foolish

で Sanguineな 自分の想像力にあのように美しく現われたお前が空想の余地

を残さない現実的な真昼の光に照されても,想像の描き出した精妙な幻とそ

の美を競う
1)と
歌っている一方で,何故この sadnessが あるのかと自問自

答する。これに対する答えは

FOr when we're there,'althOugh 'tis fair,

'Twin be another YarrOtt F)

それ故「是非 とも見ないで済まさねばな らない。さもないと見たことを後悔

する」 となるのだ。

Be YarrOw stream unsさ en,unknown!

It inust, Or we shall rue it。
3)

sense impressiOnの もた らすものは美 しいが,五感が想像力に服従する

時にのみ光景は soulに とって意味をもつようになる。すなわち c010uring

of imaginatiOnが なされた時に初めて,光景は生きて くる。SCOgginsは こ

れを `reinvigorating spot of time'と いっている。
4)も
ちろん彼は想像の世

界の YarrOw に固執 したのではない。先程も述べたごとく,彼の詩作態度

は,対象物の着実な観察を基礎にしているわけであるが, これと想像力との

関係は, この詩においては,想像,空想の世界の Yarrowの美に重点を置

きつつ,現実の YarrOwの美と「調和」 させることにある。

I see一 but not by sight alone,

Loved・ Yarrow, have l won thee;

A ray of fancy still survives一

Her sunshine plays upon thee!5)

1) yαπθ″ WSグ′″ 11.41-44。

2)]滋γ知
"こ
ルυたグ′a″,11。 55-56。

3) Ibid・ 49-50.

4) C)f. J. SCOggins : 物 αノπα′グθπ α%グ Fαηcノ ,p0 126。

5)И zγ ttω И短′″ ,11.73-76。
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彼にとり目前の光景そのものが心から無くなってしまったはるか後まで,

その光景が意味を持ち続けると彼が確信するのは「空想の光がなお生き残っ

て」いるからなのだ。現実との「調和」に向ったにしても彼がこの趣旨を含

む 拘″″θω ttωグsグ
`θ

グを好んでいたことは GrOOmた ちも認めている。
1)こ

れに関しては Wordsworthの 手紙の中で次のような個所を見出す。

Second parts, if much inferior to the ttrst, are always disgusting,

and as l had succeeded in yし″″θa, 3鷺υグsJ′θグ, I was anxious that

here shOuld be faning Off; but that was unavoidable, perhaps, frOm

the subject, as imagination almost always transcends reality.2)

また Marshは WordswOrthの 場合 `Reality su∬ ers by contrast with

the image of the mind。 'と もいっている。
3)と
にか く L″γθω Uπυグsグ′θα

には自己の想像力に対する自信か ら来 るところの Yarrow河を訪れないこと

に対する強引な正当化がある。

Yarrow河 は自然界の一部であるだけにとどまらず,Wordsworthに とっ

て詩的真実であることに間違いはない。それ故,Yarrow河 が彼に与える影

響 は,想像界だろうと現実界だろうと同じであるはずである。

Should life be duH,and spirits low,

'Twin s。 。the us in our sorrow,

That earth hath something yet to show,

The bonny hollns of Yarrow!4)

この ]陶″″θη びπυ短′θグの最後の 4行は次の ]陶γγθ″ 力sルθグの最後の 4

行 と巧みな対照をなしている。

….where'er l go,

Thy genuine ilnage,YarrOw!

1)Cf.B・ GrOOm:Tたθ υηグ′ノ6r TИ 9γグsωθγ′た's lbιノη,p.173.
2)Letter to Gillies,Nov.23rd,1814.

3) Fo R/1arsh: T弔ゐ″グsωθ″ノ″s乃
“
αd多7″ノ,p.51.

4)】化γ″θ
"勧

Zυたグノθグ 61-64.



添  田 透

Will dwell with me― tO heighten joy,

And cheer tty mind in sOrrow。
1)

ここに含まれた思想 は, たとえば ππ′θ″π _4bbθγ,11。 62-65と か `I

wandered 10nely as a cloud',11.19-24,な どによく見 られる彼個有のもの

である。彼は現実に YarrOw河を見て,初めは現実界の YarrOwの美が自

分の想像により描き出した世界と対等かまたは優れていることに感嘆したの

だが,やがて想像力に対する信頼から,現実界の YarrOwと 想像界の YarrOw

とを同化させ,更に非常な歓びを感じるのである。純粋の imageは歓びを

高め , 悲しみを柔らげるものである。 ここで, 彼の調和の精神の底流にあ

るものは現実を観照することにあるのだが,い まその精神を Lグπ餐 ″π′′θ%

グπ Eα/″ 町滋πgにおいて見てみよう。この詩において,歓びが自然界に見

出される神の意とするならば,悲惨な人間社会は神意に反すると考え, 自然

界と比較した場合の人間社会のあるべき姿を考えるのであるが,その時,彼

のとる立場は,Shelleyの ように社会改革の方向をとらず自然界と同化する

ことにより,人間界の不幸を越えようとする。すなわち不幸を観照すること

で自然の歓びを味深いものにするという考えが含まれている。五感が主体に

なる「見える」YarrOw河を観照することにより,想像界の YarrOw河を一

層味深いものに化すという同化が行なわれたと見てよく,さ らに YarrOw河

は現実に自然界に存在するもの故,そ こには自然界の根源が歓びとみる彼の

楽天主義が顔をのぞかせている感がする。

さて,こ こにおいてわれわれが気付くことは fancyと imaginationの

facultiesに ついての WordswOrthの 混用である。彼は 1%″″θω ttSグ′θグに

お いて も,`And is this一YarrOw P-1彫 グs the Stream/Of whith my

fancy cherished...'(11.1-2)お よび `But thOu,that didst appear so fair/

TO fOnd imaginatiOn。 ..'(11.41-42)に おけるごとく同義に両語を用いて

いるが,こ の言葉使いは不注意といわねばなるまい。残念ながら,彼は常に

2) 乃 γ″θω 7グSグノθグ,85--88.
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注意深く両語を区別して使用していたとは いえぬというのが通説で ある。

もちろんそうはいっても一般的 には両語 の概念上の区別はある。たとえば

imaginationは fear,sublimeな もの,fancyは beautifulな ものに応ずる

ための facultiesを持ち,又その対象物のかもし出す seriousnessの 程度に

より,その詩が imaginatiOnの詩か, fanCyの 詩かを区別する方法もある。

ともかく,fancyの働きは,それが働く源である材料を変えることができな

いので,限定されるが,imaginatiOnに は限定がない。その結果,fancyは

自然に対して pass市eの態度をとらざるをえない。 そして偶然を待つので

ある。これらは1815年の詩集の序文に詳しく,ま た Scogginsl)の指摘する

ところでもある。

以上 拘″γθω ttυグsグ′θごと ]陶γ″οω Wsグ′θご との関連について述べてき

たが,次に 拘″ο″ Rθυグ
"θ
グに移ろう。 L″″θ″ Rθυ短′θグの書かれた当

時は WOrdsworthに とり不安の時期であった。彼は yレγ″θ″ Rθυ短′θα απα

O′力″ Paθ鶴 の終りの Apologyの中で `…every day brOught with it

tidings newメ Of rash Change,ominous fOr the public weal。 ' とぃ

っているし,ま た彼の健康状態も feeble stateに あり,日 の病に非常に悩

まされていて,濃い緑の shadeを していたことが知られている。
2)YarrOw

河を 2度にわたり訪れたという内容を持つことになる ]陶″″θ″ Rθυグsグ′θグの

場合は,Wo Scottと 同伴で行ったということ,さ らに数年前に会った時の

あの健康的で陽気で希望に満ちていた SCOttが sadly3)に変っていたという

事実が,彼の思考をより persOnalな ものにしているのであるが, Words‐

wOrthはそのことにつき,「個人的になったがために,こ のような主題の詩

には当然行き渡るべき浪漫的理想化と衝突するようになったのか も知 れ な

ぃ」とKelsallに書いている。
4)さ
らに Hamiltonへの手紙の中では次のよ

1) Je SCOggins : レ αゴπα′グθπ απグ Fαπcノ.

2)Cfo Lockhart:ニゲθの「 Saa′′ (Re C.Bald:

げ warasωογ′″,p。 268)。

3)乃 θ′グθα′T″b″Sa/7."句 ″αSωθγ′″,Volo Ⅲ,
4)Letter to T.Kelsall,Oct.31,1833.

ニルθπη 乃彬%ゐ″わsグηノたθ4多

p. 525。
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うにいっている。

It is in the same measure, and as much in the same spirit as

matter Of fact wOuld a110w. YOu are artist enough to knOw that it

is next tO impOssible entirely tO harinOnize things that rest upon

their poetic credibility, and are idealised by idistance of tilne and

space, with thOse that rest upon the evidence Of the hOur, and

have abOut thenl the thOrny points of actual life。
1)

他の YarrOw pOemsと できぅる限り調和を保とうとして作 ったこの詩は,

あまりの事実の圧迫のためにそれが不可能であった。すでに述べたごとく,

L″″θω Rθυグ前θグ は scottと いう詩人との関係において YarrOw河を捕

えている詩であるが,た とえば Sёottが YarrOw河の持つ Virtue以上に,

その 宙rtueを広げていることを示 しているのを見ても理解できよう。

FOr thOu, upon a hundred stieams,

By tales Of 10ve and sorrOw,

Of faithful 10ve, undaunted truth,

Hast shed the power Of YarrOw.2)

さらに Scottと の関連において, romanceが読者の道徳的生活に与える

利益をも示 して,「地方のロマンスが,われわれの愛情を欺いたり,悲 しみ

のためにわれわれの涙を汚すことはなく,また過去の幻影はあるがままの人

生,変化多い人生を感ずることで, 自分たちの心を引きたて,友人や同じ身

上の物語で,心を引きたてる」
3)と
ぃっている。さらに彼は SCOttと 自分の

生涯を比較 し,Scottの 生涯は終 りに近づいているが, 自分は未だであると

の確念か ら imaginative wOrkを 続けていくことを決心 し,自分 自身にい

い聞かせ,一層強 くなった希望で,自分の心理的圧迫を切 り抜けたのである。

1)Letter tO w.R.HamiltOn,oct.27,1831。

2) I化′
「
ΥS″ Rιυたガノ″ ,11.65--68.

3)Cfo Lγγθω Rθυをグノ″ ,11.89-96。   、



52      「WOrdswOrth:Yarrow Poemsの 意味するもの」

このように述べてくると,y″γ″θω Rθυグsグ′θグは前 2作と比較して,WOrdS‐

WOrth的純粋性が欠けているといおうか,あ まりにも個人に対する粘着度が

強すぎる感がする。Sneathl)も いっているように,こ こには彼の全盛時代の

自然詩に見 られる mystical insightが 見 られないし, 自然愛は理解でき

るが, 物質的実存のうちなる生命を深く洞察し, 人間に対する 自然の意味

を理解するための精神的直観もあまり見出せない。 物の魂を現わす ViSiOn

は消え,彼等の外見のみを見ている感がしてならない。 1陶″″θω Wsグ′θα以

後においては弟の死による悲しみから来るショック以後の人生経験,結局理

性的には理解し得なかった神秘の重みなどにより人間の魂を慰める力として

Christian faith に傾いていったことも事実である。1821年 にほとんど作ら

れた Eθθ燃グお′グθα′S力θ′θカハ (SOnnets)で は,は っきりその傾向が現われて

いる。当然1831年作の 1%″″θω Rθυグsグ′θグは時期的に見ても,すでにこの雰

囲気の中に埋没している。ただしもちろん 1陶γ″θω Rθυグsグ′θグにも Muse

礼讃はあるので,こ こに少しふれておこう。

Yea, what were llnighty nature's Self?

Her features, could they win us,

Unhelped by the poetic vOice

That hOurly speaks within us P2)

心が主であり,感覚は心の意志の従順な召使であり,補助的光が心より出

て輝きを与えるのである。外面的環境とか目に見える対象物が (詩的意味に

おいて)美 しいのは人間の心にある強い感動が作り出しているのであると彼

はいっている。彼が賞讃しているのは Museで ある。行きつく先は `half

perceive half create'3)の思想だ。この思想は正統なものではあるが,こ の

1)Cfo E.H.Sneath:

一-297。

2) Иzγγθω Rιυグsルθグ
,

3)Cfe rグη′θγπ 4わ bθノ,

Cfo C.Co Hamilton

Iフυ″グsωθ″′力f fbι′げ Natπ夕́ι απ″ fbθノ げ  Maη ,pp. 296

11. 85--88.

11。  106.

: Iフbrasωθ/″ 's DθθJttθ tt Fbθ ノグθR励″,pp. 279-284。
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詩自身は明らかに自然より人間に重点がおかれていることを考える時,改め

て Muse礼讃がここに出てくるのは,彼の理論の再認識を自ら行っているの

感がしてならない。

時の流れという観点から見ると,想像 (空想)と現実の調和を扱った
yttγγθ″

力訪θグは imaginative lifeが 強く出ている 1陶″″θ″ 勧り′sグ′θグから SCott

という個人との関係から己をふりかえり,薄れていく imaginative lifeを 再

認識しようとしている sentimentalな 人間味濃い 淘″θω RθυグJ′θαにいた

る連結物の役をなしていると考えられよう。また現実の YarrOw河を目前に

してできた 拘″%ω 力豆′θグは現実の YarrOw河を基盤にした想像的世界の

YarrOw河を詩にするための理論化を表現したものともいえよう。Gr00mは

`The three YarrOw Poems tOgether fOrin a thread which unites a whole

imaginative life。 '1)と いっている。 Wordsworthの 名声は 1831年頃から

非常に高くなるのであるが,想像力を第 1と しながら,やがて現実界の印象

と同化するいわば調和の詩へと進み,人間味を第一義とし,YarrOw河 が追

憶の影のような月光にとってひときわ懐しく感じられるという内容にいたる

その道程をこの 3つの詩は示しているといえるかも知れぬ。詩には種々の区

分がなされる。DOwdenは WOrdsworthの 詩には 3つの時代があるといっ

た。
2)す
なわち第 1期は RacedOwnに最初住 んだとき,ないしは,1797年 に

Alfoxdenに 行った時から1808年 に Grasmereの TOWn‐ Endを離れるまで,

第 2期はそれ以後1818年～1820年 の Rydal MOuntに おける最初の数年また

は Allan Bankにおける時を合み,第 3期は1820年頃から詩作を止める時ま

でである。区分は人により異り,正確さは肯定し得ぬものであるが, もしこ

の区分を利用すれば,さ しずめ 1803年作の 1陶″″θω ttωグsグ′ιグは pelluCid,

innOcent,genial,youthful,の 形容語の伴うSpringの moodを持ち,1814年

作の yレ″″θω wsグ′θグは tranquil,placid,stillness,goldenの 形容語を持つ

1)Bo Groom:T力θこ励ルノ

2)Eo Dowden(ed。 ):1刀りι

げ Ⅵ屁)rdSωθ″′た's」R)θノγノ,p.174.

Paθ′グ
“
JT弔ゐγ々S ar l"l T物 ″αSωθγ′乃,1.p.lx対 i.
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summerの ,そ して1831年作の И〃″θω Rθυグ
"θ
グは melanch01y,pensive,

purpleの形容語を持つ sober autumn_の囲雰気を持つといえるかも知れな

い。




